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「体育×数学」クロスカリキュラム授業 指導案 

      

１ 実社会、実生活から生じる問いや課題（本時のテーマ） 

問Ａ：５０メートル走との相関がより強いのは、反復横跳びか立ち幅跳びか長座体前屈

か。 

問Ｂ：５０メートル走との相関がより高いものは何か。 

 

 

２ 身につけてほしい学際的な見方・考え方（クロスする意義） 

本授業では、「５０メートル走との相関がより強いのは、反復横跳びか立ち幅跳びか長

座体前屈か。」という問いから、新体力テストで測定する複数の項目について、散布図

を作成したり相関係数を求めたりすることで、相関の強さを数学的に表現することを目

指す。また、得られた結果を客観的に比較・検討することで、相関が強くなる理由につ

いて、それぞれの運動特性に着目した体育的な視点から考察する力を身につけさせた

い。さらに、これらのことを通して、上記の測定項目以外で５０メートル走との相関が

より高いものは何かを問い、複数のデータを収集・分析することによって、５０メート

ル走でよりよいタイムを出すためのアクションにつなげていきたい。 

 

 

３ カリキュラム上の位置づけ 

教科・科目１「体育」 教科・科目２「数学」 

新体力テスト・体育理論（１年４月） 

 

 

 

 

データの分析（１年１２月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスカリキュラム【体育×数学】（１年１２月） 
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４ 展開 

 

 学習内容 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

 

 

入 

本時の学習内容の

説明 

１０分 

〇スライドで本時の学習について理解する。 

・新体力テストの運動（体力）特性 

・種目間の相関関係 

・５０ｍ走とより相関関係の高い運動 

〇新体力テストの科学

普段は数値の伸びや得

点に意識が向けられが

ちだが、その運動特性

に着目し、異なる測定

項目同士が関連してい

ることから、どのよう

に体力を高めていけば

よいかまで考えられる

ようにしたい。 

展 

 

 

 

 

開 

 

反復横跳び 

立ち幅跳び 

２０分 

データの入力 

５分 

より高い相関関係

について話し合う 

１０分 

 

 

 

 

 

走り幅跳びを例に 

１０分 

 

① 反復横跳び測定【体育】 

② 立ち幅跳び測定【体育】 

③ 長座体前屈測定【体育】 

データをエクセルファイルにデータを入力する。 

 

④ ２つの結果から、より相関関係のある運動に

ついて考察する。【体育×数学】→発表 

 

 

 

 

 

 

⑤ 走り幅跳びを例により高い相関関係の運動に

ついて解説する。【体育×数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相関関係がある」と

いうことに留まらず、

なぜ相関関係があるの

か、運動特性に着目し

て考察できるようにす

る。 

運動特性から５０ｍ走

がどのような運動から

成り立っているかを考

え、同じような運動特

性を持った運動を考察

できるようにする。 

 

ま 

と 

め 

まとめ 

５分 

運動には運動（体力）特性というものがあり、そ

れらが複雑に関係しあって１つの運動を形成して

いることを理解する。また、その関係性について

は数学の統計（相関）を用いることによって考察

することができ、科学的に運動を捉えることが大

切であることを理解する。【体育×数学】 

 

ルーブリック評価をする。 

精神論、根性論も大切

だが、文武両道を謳う

高崎高校は体育にも知

的な考察を加えられる

習慣を身につけてほし

い。また、数学を身近

なものとしてとらえ、

日ごろから活用する習

慣を身につけてほし

い。 

問Ａ：５０メートル走との相関がより強いのは、

反復横跳びか立ち幅跳びか長座体前屈か。 

 

問Ｂ：５０メートル走との相関がより高いものは

何か。 


